
1995年出上の木簡

貢
進
物
の
付
札
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
に
伴
っ
て
出
土
し
た
土
器
か

ら
、
七
世
紀
後
半
頃
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

大
津
市
域
に
お
け
る
七
世
紀
の
木
簡
の
出
土
は
、
北
大
津
遺
跡
の
木
簡

３
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇
年
）
に
次
い
で
二
例
目
で
あ
り
、

当
遺
跡
の
南
約

一
ｈ
に
所
在
す
る
錦
織
遺
跡

（近
江
大
津
宮
跡
）
を
含
め
、
七

世
紀
後
半
の
大
津
の
状
況
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

な
お
、
釈
文
は
橋
本
義
則
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（青
山
　
均
）

滋
賀
・
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
西
河
原

調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
入
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
田
謙
吾

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衛
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
―
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
は
、
中
主
町
域
の
ほ
ぼ
中
央
、
旧
野
洲
川
に
よ
る
自
然

堤
防
帯
の
縁
辺
部
域
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
古
代
律
令

期
の
掘
立
柱
建
物
群
の
検
出
や

墨
書
土
器
、
木
簡
な
ど
の
文
字

資
料
の
出
土
で
周
知
の
遺
跡
で

あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
民
間
宅
地

造
成
に
先
立
ち
第

一
九
次
調
査

と
し
て
約

一
五
〇
〇
話
を
姑
象

に
実
施
し
た
。
調
査
地
は
、
か

つ
て
本
誌
第
八
号
で
報
告
し
た

7654321

(近江八幡)



天
武
朝
中
期
の
木
簡
が
出
土
し
た
第
二
次
調
査
地
の
南
西
に
隣
接
す
る
地
点
で

あ
り
、
下
層
遺
構
と
し
て
七
世
紀
後
半
か
ら
人
世
紀
に
至
る
官
行
状
遺
構
群
の

検
出
が
予
想
さ
れ
た
。

上
層
第

一
遺
構
面
で
は
、
平
安
時
代
前
期
を
主
体
と
し
た
集
落
遺
構
を
検
出

し
た
。
建
物
六
棟
、
井
戸
三
基
、
畠
の
畝
と
み
ら
れ
る
小
溝
を
含
め
た
溝
多
数

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
井
戸
か
ら
二
点

「神
」
「木
」
、
溝
か
ら

一
点

「西
」
の
、

計
三
点
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

下
層
第
二
遺
構
面
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
官
衛
状
遺
構
群
の
南
西
部
を
引

き
続
き
検
出
し
た
。
主
な
遺
構
は
、
溝
六
条
、
建
物
二
棟
、
柵
列
二
列
、
井
戸

一
基
で
あ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
調
査
区
の
北
に
位
置
す
る
東
西
溝

ゴ

境
＼

（Ｓ
Ｄ
一
九
一
一〇
一
）
で
、
幅

一
。
四
ｍ
深
さ
○

。
四
ｍ
を
測
る
。
溝
埋
上
の
堆

積
は
、
上
層
に
お
い
て
は
腐
植
土
層
を
主
体
に
し
て
お
り
、
多
量
の
雑
木
を
含

め
た
本
質
遺
物
が
遺
存
し
て
い
た
。
こ
の
中
か
ら
二
点
の
木
簡

（森
ノ
内
木
簡

一
六
号
、　
一
七
日３

が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
同
溝
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、

土
師
器

・
須
恵
器
が
主
体
と
な
る
が
、
下
層
の
須
恵
器
杯
に
は
飛
鳥
Ⅱ
に
比
定

さ
れ
る

一
群
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
溝
の
年
代
の
上
限
は
七
世
紀
中
葉
ま

で
は
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
木
簡
の
出
土
層
位

は
上
層
で
あ
り
、
七
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。「＜□
□
臥
酢
附
則
」

・
「
＜
口
日
日
　
日
日
□
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌獣
×
ぢ
×
∞　
寓
∞
　
一六
号

②
　
。
「
＜
□
少
女
友
俵

。
「
＜
日
日
日
　
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（“
ｅ
×
房
×
卜　
寓
Φ　
一七
号

ω

（
三
ハ号
）
は
風
化
が
著
し
く
判
読
困
難
。
表
面
に

「五
十
」
ら
し
い
文

字
を
見
出
す
が
、
下
の
一
字
が

「
戸
」
か
否
か
は
不
明
。

切

（
一
七
号
）
は
、
裏
面
は
全
体
が
黒
ず
ん
で
お
り
判
読
し
が
た
い
。
た
だ

下層遺構平面図

▼木簡出土地点



1995年出土の木簡

表
面
と
の
関
連
で
推
測
す
れ
ば
、
戸
主
相
当
の
人
物
の
姓
名
と
思
わ
れ
る
。

表
面
五
字
の
う
ち
第

一
字
の
字
形
は
筆
者
の
知
識
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え

な
い
が
、
隋
の
請
飾
性
の
墓
誌
銘
、
隋
の
尉
富
娘
の
墓
誌
銘

（『書
道
大
字
典
』

所
収
）、
『碑
別
字
』
（増
訂
。
拾
遺
・
続
拾
）
な
ど
を
参
考
に
す
る
と

「備
」
の

異
体
字
の
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は

「そ
な
ふ
」
で
、
供
す
る
、
調
え
る

意
。
第
五
字
は

「俵
」
で
、
こ
の
木
簡
が
付
け
ら
れ
て
い
た
俵
で
あ
る
。

第
ニ
ー
四
字
は

「少
女
友
」
。
『神
代
紀
』
注
に

「少
女
、
比
を
ば
烏
等
畔
と

云
ふ
」
と
あ
り
、
「
フ
ト
メ
ガ
ト
モ
」
。
『万
葉
集
』
巻

一
十
五
三
番
に

「藤
原

の
　
大
宮
仕
へ
　
生
れ
継
ぐ
や
　
を
と
め
が
と
も
は
　
羨
し
ろ
か
も
」
と
あ
る
。

用
字
は

「処
女
之
友
」
だ
が
、
「処
女
」
は

「子
等
女
」
で

（巻

一
九
―
四
三
一

一
・
四
一
三

二
番
）、
木
簡
も
同
じ
こ
と
ば
の
表
記
。
こ
の
歌
は
藤
原
宮
に
宮
仕

え
す
る
条
女
を
羨
望
す
る
も
の
で
、
木
簡
の

「少
女
友
」
は

「条
女
」
で
あ
る
。

『孝
徳
紀
』
の

「改
新
の
詔
」
第
四
条
に

「凡
そ
条
女
は
、
郡
の
少
領
以
上

の
姉
妹
及
び
子
女
の
、
形
容
端
正
し
き
者
を
貢
れ

（従
丁
一
人
、
従
女
二
人
）。

一
百
戸
を
以
て
条
女

一
人
が
根
に
充
て
よ
。
庸
布

・
庸
米
は
皆
仕
丁
に
准

ヘ

よ
」
と
あ
ヶ
、
仕
丁
の
条
文
に

「
一
戸
に
庸
布

一
丈
二
尺
、
庸
米
五
斗
」
と
あ

る
。
歳
役
の
庸
と
し
て
の
収
取
物
か
ら
の
支
給
は
未
だ
行
な
わ
れ
て
は
お
ら
ず
、

条
女
お
よ
び
従
者
三
人
は
、
二
つ
の

「
五
十
戸
」
か
ら
戸
税
と
し
て
収
取
す
る

養
布

。
養
米
で
資
養
さ
れ
た
。
毎
戸
麻
布
二
尋

・
春
米
五
斗

（
一
俵
）
の
負
担

で
あ
る
。

こ
の
木
簡
は
、
某
戸
主
相
当
人
物
が
貢
進
し
た
条
女
の
養
米
が
、
某

「
五
十

戸
」
長
ま
た
は

「里
」
長
の
も
と
か
ら
評
の
官
衡
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
で

一
括

さ
れ
る
際
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
令
前
に
は

「条
女
肩
巾
田
」

令
条
女
田
影

が
あ
り
、
「改
新
の
詔
」
の

「庸
布
」
「庸
米
」
は
従
者
に
射
す

る
も
の
と
見
る
説
も
あ
る
。
た
だ
こ
の
木
簡
の

「少
女
友
」
は
間
違
い
な
く

一

語
。
人
世
紀
に
は

「条
女
司
」
「海
女
条
女
」
の
木
簡
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

「少
女
友
」
「処
女
之
友
」
は

「条
女
」
の
古
い
称
謂
か
も
し
れ
な
い
。
な
お

こ
の
稿
は
倉
卒
の
間
に
し
た
た
め
た
も
の
で
考
察
を
尽
く
し
て
い
な
い
。

木
簡
の
赤
外
線
ビ
デ
オ
に
よ
る
解
読
の
際
に
は
側
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

の
中
川
正
人
氏
他
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

中
主
町
教
育
委
員
会

『平
成
六
年
度
中
主
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
集
報

Ｉ
』
（
一
九
九
五
年
）

⌒蜘‐７
・９　山脚輸嬉）




